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野鼠の血糖量の撲動に及ぼ、ナ

環境温度の影響(珠報)

犬飼哲夫・森勢須・芳賀良一

(北海道大皐農接部動物準教室)

E1fects of environmental temperature upon the blood 

sugar values of the vole (Preliminary) 

By 

TETSUO INUKAJ， HANS MORI and RYOICHI HAGA 

緒言

冬季に北海道の造林地に頻殻ナる野鼠被害に

就いての多くの報告ぽ， lbl'r~tの生態的観察から五L

害乞考察したものであって，イliJ故冬季11:¥J，特に積

算初期!と平存の融写期~1:.林水を大量に嶋食するか

をllli'鼠の宝理準的観駄から行った研究ぽ未だこれ

を見ない。

環境温度の低下に件って盛に休ii1をと奪取され

る場合に恒祖動物ぽ共'l)全焼tì~~子製げ、てこれ吃償

えようと努め，との[設に消失される nrll充熱源」
のーっとして充分な食物を必要とすることは元よ

り論ひたいところであるが，野氏 (Peromyscus)

について SEALANDER(1952)ば各泣度下 (8.50，

20.5
0

， 30.5
0

C)に於けるカロリ ~jTr~取量乞調ぺ， f!t 

i且!1:.於て多量にカロリ ~~i白、費し，したがって捕

食長の増加することを賓験的に詮l目している。一

般に高等動物の食物u:蹄取査は~腹ないしぼ飢餓に

よって左右され，亦 Harvard大墜公衆衛生事教

室の故近の業績によると飢餓は血概査の減少によ

って訪裂されることを示唆している。

以上の知見から筆者~~rj;ぽ，冬季に於ける野l~t

の林水食害の原l習をと野五!休内で・の生政的要求との

闘主tに於て研究する必要i:認め，士吉林水の加害程
でるるエゾヤチネズミ Clethrionomysrufocanus 

bedfordiae THOMASの血trf量の鑓勤に及ぼず環

境温度の影響を調べた結果，低i昆が野五lを生理的

に飢餓北!と態に導くととをほぼIlfJらかにしたので、訟

に報告する。下¥t本質験は現在続行1'1=1であり詳市i!l{i主

将・*-に譲る。

材料と方法

寅験にf;t'他国i:t:J:.ヱゾヤチネズミ 35頭を使)11

した。供I式野到IJt，31頭は積雪以前に北大第一品

場。雑林地及び近接の牧草地lc}jさてお-lJ践して質験

室内で飼育した成体であり， 4頭 (No.13， 17， 18， 

19)ば砧与ー下に於ける野五;1.の生態観察の需に設置

した飼育艦内で'産れ， 0。ノケ至10C(7J li'Î~~\i内で順調

に護育した生後2í;~i 月の幼体であるο

iE皮底辺)!及び食餌庭 ~1日ぼしたがって!日i以乞共

の5グル{プに分けて，その各1Rij体について血隣

:ID:乞測定した。

(A) 室泣 (120~20oC)， 飽食

(s) 室温 (120~20oC)， 純食

(c)低溢 (-40C)， 飽食

(D) 低温(-4
G

C)， 施食

(E) 低温 (-40C)， カラマツ給興

(a)(B)ば室内飼育した出f'.mについてそれぞれ
食倒!底辺した後代二将位L乞行ったものであって，充

分に掛食した1fiJl休と 18時IIIJから約 1日間企く食

餌を興えなかった空腹な1~ir体D 血管H[I~Uτ如何なる

主主いがあるか調べた。 との際(1:.食仰としてぽ，ヱ

ゾヤチネズミの食性:ぷ杭物質を主成分とするとと

(太町 1954)より大豆，人参， 15鈴薯， リンゴ主与をと
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fjC911した。(C)(D) ぼtf~jÚL前の 18 時!i 'd ルヨミ 20 時1l'，J

左右'i~:下の地表1:-.11:作った約 1 m3の主洞(飼育能

1:1:1の敷誌は除去した)に野鼠を入れそれぞれ食餌

j是正m した111i1休について巾ー債をこ完全した。 ~1[í1J 内ば

-4
0

C (1::保たれて温度の鐙動は見られ十 fJlillil環

境の生休11:及ぼす影響乞調べるのに好都合で・あっ

た。(E)~J.:同じく雲洞内 (IC 18時Il¥1乃至20時!U]U詳

した1fIi¥休('Cq、?に也林地に於て野到の故大被害木で

ある信ナト1.カラマツ(孫こ東松)Larix kaemρferi 

SARG. (木下 1928，犬飼・芳賀 1952)の成イえの校だ

けを:Di!えたものである。

:J!.f2由ーにばfLて心!版5t:京I}l乞行い， JUI.拶f長ば

HAGEDORN-JENSEN氏法によって定量した。直腸

体温ぽ掠胤前に電位主主式j毘j主主iーで測定した。

費験成績と考察

_UA;した 5グループ (A，B， C， D， E)の野1Lt

について出桝4ιfi::の柑iM~~と第 L去に示す。

室温で他突させた野ri{(A)ω Jf\I. ~~lt:止は 3 例lこ

63 

ついてみると 126，135， 202 g/Mでるって，その

批尚fiiiと故低値のIt¥JにがJ80 g/deの大きな幅が認
められる。しかし MUSACCHIA& WILBER (1952) 

によるとー下去に示す如く，正常環境のJfJ!i乳動物の

血椀f[l'L刷工*ill*Jjによってかなり挺動がるるとと左

1長官している。

それ故，正常環境の野五，(については向多数例

によって検討を姿するとしても今回の成結に於け

る前L断金の111.1休による港いぽ生起H的援助の範恒i内

最低値 最高 f直
(gld.e) (g!d.e) 

Oitellus (リスの一滴) 102 194 

11者 40 250 

カラス 40 60 

40 65 

IU op: 130 260 

。馬 60 110 

大 70 100 

第 1表 環境温度&.び食餌民主理によるエゾヤナネズミの血税J設の槌がj
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食餌蕗咽l i({ Jl措体温 i血糖量

(OCJ (g!d2) 

No. 8 44 A 12-20 飽 食 126 

IJ 2 グ 言。 A 12-20 1/ 202 

グ 3 る' 32 A 12-20 グ 37.5 135 

/J 4 早 36 B 12-20 給食(181J;¥，Hi]J 109 

/J 日 /J 30 B 12-20 /J グ 104 

/J 6 8 25 B 12-20 グ (231時Hl]) 37.0 98 

/J 7 ♀ 24 C -4 官包 食 365 104 

/J 8 色 32 C -4 ゲ 367 103 

IJ 9 中 26 C -4 1/ 365 134 

グ 10 8 32 D -4 給食(51l;t'Hij) 36.日 104 

11 11 ♀ 31 D -4 グ /J 360 92 

IJ 12 8 36 D -4 グ 1/ 342 80 

グ 13 ♀ 22 D -4 グ (18U手lIiJ) 35.0 86 

/J 14 8 41 D -4 グ (21115'110) 33-2 71 

/J 15 /J 34 E -4 カラマツ給典 35.7 98 

IJ 16 グ 45 E -4 11 360 116 

ノノ 17 IJ 27 E -4 グ 362 94 

グ 18 中 24 E -4 11 37、O 104 

IJ 19 古 26 E -4 IJ 365 126 



北 iif~立大[}~ .}~些lÌ11 紀裟

長の減少?とJ千i米ずるのであって， との;段山下でぽ

飽食しても正常Jlkí，阜の野鼠の的L1~%i'iJ<<.:Jt しないも

のとf削段される。とのi際， n立すべきは11li毘瑛抗
Fの肘以に見られる休i祉の低下である。虫内で飼

育したエゾヤチネズミ 16lWの休泊[ぽ t(~2去の立11

く， 111M本)~:ぽ小さくないが，正常Jlk態の主1'-均体協

は37.30Cであった。

エ〆ヤチネズミのi(t:/l別本猷

之l' 均 37.3

〔註〕 宗i胤(I5-220C)，食餌(った豆，人著書，W~~辞，
.!号鈴~)を充分に興えた。

第 1去のiKiU.1t底)21¥L!C野fi{の1Ki品l佐沼2去の

lE'i;げた態の11/，1休と比較すると一般に OSCから

l'C位低!ミiであって， fJliCiL 紹食の故N1.~環境の (D)

グル{プ。には 33.20C迄体温の降下した1rM休も認

められ，伊藤(1935)の云う凍死過程(<<.:於ける家兎

ω泊L1~~泊長ぽ，質!被動物を冷却後，体温の低下に

三ド行してげ11.腕量も7JJ;減少するお貨と矛席しない。

サ〈に{正111環境下でカラマツを充分給則した

(E) グループの 5111，l休についてみると，げíl):割引'I~Lの純

1 1;'1比例~126g/daで、あって， (c)グル{プのそれ

と的んど再選るところがない。

臥:1<<.:WOODWARD & CONDRIN (1945)ば，北米
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No.20 1 

ll'f.鼠il¥:披
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35 
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33 
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グ
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J/ 

1/ 

グ

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

グ

グ

1/ 

のものであるとオラえる。

;;jくに!宅地で絶食させた 3例団)についてのrUL

WHlri.はその純\f!\が 98~10Dg/deであって， liUじ環

境温度で飽食させた (A) の主fMjf~'結果との II\Jにぽ:-;K::

があるとはてよい。 μIlち主主出l環境でば主眼お:1/1，1休

は飽食した1/1，¥休よりJm.柄IIU.が低下するのであって，

MUSACCHlA & WILBER (1952)の指摘しているシ

マリス(平安性1ぽ絶食WJII¥Jそのげ11.桝iiltiJ>降ドずる
う、¥1はと一致している。向 DUKES(lD47)は犬，猫，

人 II\Jでは飽食しても血1~行\I'tはそれ杭大きな掠到を

示さす、にほぼ---~-J.ごしているけれども，工|二でば絶食

の結果v:t{j;激な胤1事fj託の減少を1'1'うととをとlりjかに

しこれは雑食ttと平食性の食性心建いに山Itlす
ると対Lべている。

主f験グル日フ。(C)(D) (E)ぽ似tい環境泊i広が生

休に及ほ、す影響を凪L桝11liについてílJ~:!t~}[ したもので

ある。干lk~i:ードの野111.は干Ú~ょの{料品[作)1Hzこよって1it

11: ooc~rc の環境温度にゐかれているととは干111

2J下ω地夫に;tq!泣した出引の飼育椛の質験より
(芳賀 1954) 明らかである。しかし融~~Jり!とか，も11

3初期に降下NとjIi肢が%1'/き初手話の写融けと似た天

候のときには，との安定した環境も政底され，野

鼠ほ低温，融雲水， Jl!i~主主に曝らされて休 jJ 乞 Nì耗

し，加うるに野外の食物ぽ凍結したり，また融3

7J'(の危に断食不能となって極度の辺保11/二F/t1::世か
れる (HowARD (1949)， SEALANDER (1952))。か

ような時期に於ける野鼠による林水の被告のIH現

は，融雲水によってやむなく巣を放楽したエゾヤ

チネズミによって生やるものであるととぽ筆者等

の指摘するととろであって，今回の宮脇に於てぽ

上越した語:洞 ~I~ の -4"CI乞燥した野.fj{ 査と供試した。

低温で飽食させたグループ(c)のltJd~lf量ば 1ω

~134g/da の縫勘右と示した。 乙の1¥11はさ昔話1で飽食

させたグル{プ (A)よりぽlリjらかにf氏く， 主主iItでー

純食したグループ(但B)の巾-伊桝H自似¥1'抗{江1と夕F陀-了百f古Iんど|同司じでで、あ
りt，1低止i祁槌IL位lt[王環員境ば野晶以(の巾

物話つているo との傾向ぽ低協で絶食させたグ、ル

{プ (D) に於て←・唐明瞭であって 4 1Ji.1休の定~;f::VL

よると 71~104g/dp' で、あった。 μIJち -4GC ~て:.1保路

された野鼠}主体温奪取に1Miえて生休e.. jのtl¥i光熱iJhl

として血1:il~の消費が大きくなり，その結果， ltJL隣

64 
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産シマリスに於てば， JUI納金に季節的挺動が認め

られ，盛夏にその故尚値を示し， ~~G合が続くと的L

柄量が減少する失¥1見を報背している。今回の筆者

G~l; の成載を要約すると，各底叫によってグループ

分けした野1:;'(のIfrl隣fl包には(室温，飽食)> (安説，
絶食)王寺({.正治[，他食)>(低Diil，給食)の傾向が判明

した。

干i'i~:下(iL於ける野Jj{の食餌環境ば，合;1，決言j';'

の食物にはめぐまれているが，蛍自民性の実物ば

非常に少ない。 したがって合水決素性食物は，誌

な/)的エネルギ戸として有効としても，蛋白11'1主或

いは脂肪性のものに比して泊化されやすく，野Jj{

ば絶えすな5腹Jぷに襲われていると1手足られる。ま

tc--方布íî秒jの官!IJlrc ついてみると，も'i~-ドの平本'Ì'1:

布I[物ぼ，暗黒T1'Lあるために同化作)IJが減退し，
呼吸作JIjが首会過に位まれているため(iL，合iVthtを

著しく泊!{'iずる。したがって融当期!の11本航物ω

合併先tぽ極めて低く楽長官i'i_の之しいものであると

推察される(杉UJ，19.39)。 とれに到して林水ω合
桝率ぽ，融雪別/1::はむしろ増加する{頃向があるか

ら以害のffN-i!誌としてぽ組めて危険な)1た態に世か

れていると考えられる。したがって野鼠が融当水

によって巣を放棄せしめられ， 1111臣に出らされる

ととによって飢餓HJ¥態に悲し，林木を食害すると

とJ工学手易に推察出来るのである。
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Resume 

From the ecological point of view， many papers have been written about the damages 
infIicted by the voles on trees in the reforesting area in winter. However， there has been 
hardly any investigation so far on the physiological agent that drives the vole into the 

wintry gnawing of the tree. 

The authors have measllred blood sugar value in two groups of the vole (Clethrionomys 
rufocanus bedfordiae) respectively， one being consisted of the voles fed at room temperatllre 
(120 _20oC) while the other fed under the snow at -40C. It has been observed that 

if it is very cold， even thollgh sated with food of the larch bark (which is the natural food 
of the vole in winter)， the blood sugar value lowers approximately to the degree of that 
one in hunger at room temperature. 

From the above fact it is indicated clearly that a close relation exists between low 

temperature and the consumption of blood sugar in the body of the vole. It is easily to 

be conjectured that the voles are in the state of hunger in winter， even thollgh sated with 
the larch bark. 


